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を
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み
ま
す
。

よこやま  たかや

石川県議会議員 横山隆也 活動報告

通信

教育 次代を担う子供たちを
育てる。

飛躍 ふるさとの発展へ
情熱を注ぐ。

防災災害から
人命と財産を守る。

交流 国内外のネットワークを
広げる。

石川県政の発展に尽くす。

謹
啓

　
早
春
の
候
、皆
様
に
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
は
議
員
活
動
に
対
し
、格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
、早
や
２
年
の
月
日
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。心
配

し
て
い
た
首
都
圏
へ
の
ス
ト
ロ
ー
現
象
は
見
ら
れ
ず
、ほ
っ
と
胸
を
な
で
下
ろ

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、石
川
県
の
人
口
は
減
少
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。私
は

人
口
減
少
対
策
の
一つ
が
企
業
誘
致
だ
と
考
え
て
お
り
、県
の
積
極
的
な
誘
致

活
動
に
よ
っ
て
、企
業
の
本
社
移
転
や
支
店
・
営
業
所
の
開
設
が
実
現
し
て
い

る
の
は
心
強
い
限
り
で
す
。ま
た
、地
元
の
白
山
市
で
は
、子
育
て
や
移
住
定
住

の
支
援
策
が
充
実
し
た
こ
と
に
よ
り
、昨
年
に
比
べ
て
人
口
が
わ
ず
か
な
が
ら

も
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、白
山
麓
地
区
に
目
を
向
け
れ
ば
、旧
か
ん
ぽ
の
郷
白
山
尾
口
の
跡
地

で
、金
沢
高
専
１
・
２
年
生
が
学
ぶ
新
校
舎
と
学
生
寮
な
ど
が
設
け
ら
れ
る

「
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
」の
建
設
工
事
が
、平
成
３
０
年
春
の
開
設
に
向
け
て
進
ん

で
い
ま
す
。白
山
市
議
時
代
か
ら
関
わ
っ
て
き
た
一
人
と
し
て
は
、キ
ャ
ン
パ
ス

が
実
現
す
る
こ
と
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
、奈
良
時
代
の
僧
・
泰
澄
が
白
山
を
開
い
て
１
３
０
０
年
の
節
目
の

年
で
す
。こ
れ
を
機
に
、地
元
の
私
た
ち
も
白
山
開
山
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
歴

史
や
文
化
を
再
認
識
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。そ
し
て
、全
国
か
ら
一
人

で
も
多
く
の
観
光
客
が
白
山
市
を
訪
れ
、素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
末
筆
と
な
り
ま
す
が
、皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
、心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
、ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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横
山
隆
也

2015年4月に石川県議会議員となってから、早いもので2年という月日が経とうとしており、予算委員会での初質問が昔のことのように感じるほ
どです。この2年間、「商業・観光」「防災対策」「自然・環境」「福祉・子育て」など、さまざまな課題について真摯に取り組み、微力ながらも石川県政の
伸展に貢献してまいりました。物事は一朝一夕に成し遂げることはできません。これからも地域全体を大局的な視点で捉え、目の前の課題を一つ一
つクリアしていくことで、しっかりと歩みを進めます。4年間の任期の折り返し地点にさしかかるに当たり、「地域の皆さまのために尽くす」と誓った初
心に立ち返って、これからの2年間も議員活動にまい進していく所存です。

「初心忘るべからず」の言葉を胸に

白山市には石川県の守り神ともいえる霊峰白山があります。しかし
ながら、昨今の自然災害における対応のあり方が問われていると感
じます。白山が今も活火山として位置づけられていることを踏まえ、
噴火予知観測の徹底や避難場所の整備など、登山者や地域住民の
方の防災対策を推進します。また、
生活道路の整備などの交通環境も
整えていきます。

小児科医の不足の解消や小児救急医療体制の拡充に取り組むほか、
障がいのあるひとをはじめとした県民一人ひとりに応じたきめ細か
い施策の充実を図ります。
また、高齢者が住みなれた地域で
暮らし続けるためにコミュニティの
互助の力や行政・医療機関・
施設等の環境整備を
充実します。

新幹線の効果を白山市内全域に波及するための二次交通の整備
や交流人口を増やすため、地域文化の特色を生かしたイベントや
お祭りへの取り組みを支援します。魅力ある商店街をつくるた
め、それぞれの商店街の実情に
即した効果的な活性化対策を
官民一体となりサポートします。

白山ブランドの発信

農業を支える多様な担い手の育成により耕作放棄地の解消を図
り、農村環境基盤の整備保全を行います。また、森林の公益的機能
（地球温暖化の防止、自然環境の保全、水源のかん養、土砂の崩壊
防止等）を十分に発揮させるために必要な施策を推進します。さら
に、水産資源を育成するため
河川等の整備を推し進めます。

地域の発展を支える産業として 平成28年9月 定例会一般質問

横山隆也事務所
〒920-2373 石川県白山市河合町甲21番地

http://www.yokoyamatakaya.com/公式ホームページ

発行所

Facebook
やってます!

4つの重点施策～地域に尽くす政治～

ご
あ
い
さ
つ

vol.2

【縦横無尽】
じゅうおう‐むじん

何事にもとらわれず、あらゆる方面で
物事を思う存分にすること。また、そのさま。

その他の活動写真は「横山たかや事務所Facebook」でもご覧いただけます！
https://www.facebook.com/yokoyama.takaya.office/右のQRコードからもアクセスできます いつでも、どこでも。足を運んで確かめ、交流します。

一つ一つの課題を着実に、折り返し地点に気を引き締め。

子供たちは“地域の宝”です。その健やかな成長を
見守るのは大人たちの義務だと言えます。子供た
ちの未来には無限の可能性が広がっています。
ハード、ソフトの両面からサポートし、地域がともに
考え、ともに支え、ともに育てることで、一人一人の
夢をかなえましょう。

2016年4月5日から5日間、ロシア・イルクーツ
クを訪問。州議会やイルクーツク市、シェレホフ市
などを訪れ、盛大に歓迎を受けました。セルゲイ・
レフチェンコ州知事との懇談では、「バイカルアザ
ラシを提供したい」との言葉を州知事から引き出
し、大きな成果を上げました。

石川県や白山市にとって、国内外の交流の
輪を広げることはとても大切です。その積
み重ねが大きなネットワークを生みます。

地域経済の振興、人口の減少、高齢化の進展など、ふるさとが抱えている問題は山積しています。このよう
な課題を真摯に受け止め、解消に向けて取り組んでいくことでしか、明るい未来は見えてきません。10年
後、20年後のふるさとを飛躍させるために、今を大事にして活動を進めていきたいと考えています。

白山市は、背後に雄大な霊峰白山を望む自然に恵まれた地域であり、その美しさには心を奪われるほどです。一方、
時に自然は人間にとって脅威となります。土砂災害もその一つであり、対策には万全を期す必要があります。石川県
議会砂防事業促進研究会では、実際の被害状況を視察し、災害を未然に防ぐことの大切さを再認識しています。

平成27年9月16日北國新聞

さまざまなところに
出向いていろんな方と
出会いました！

MAP

●江津集会所
●めおと岩温泉
至手取川ダム・白峰

至セイモア
スキー場

至鳥越・小松

至白山市街

●うらた医院

●白山神社

★★ ●河内駐在所

●
●

白山市河内市民
サービスセンター

河内郵便局

白山ろくテーマパーク●

手取川
第3ダム

手取川

横山隆也事務所

2017年4月3日より「横山隆也事務所」が開設されます

AM10:00～PM4:00（土日祝はお休みです）

地域防災対策について

子育て支援策・福祉体制の充実

TEL.076-254-2820  FAX.076-254-2821

平成28年9月22日北國新聞

平成28年3月9日北國新聞



に石川 未来の 尽力ふるさと 伸びゆく
さまざまな視点から一般質問しました！

移住対策について

土砂災害対策等について

旧紀尾井会館について

文化財の修復について 優遇税制について

ワンストップの相談窓口開設で
ＵＩターン希望者をサポート

防護柵の設置が効果的
捕獲体制のさらなる充実を

原発事故の対策について

志賀原発の
事故発生に備え放射線の
ゲート型モニター導入を

質問 質問

人口の自然減が避けられない現状では、県内への移住者を増やすことも選択肢の一つだ。今後、首都圏におけるワンス
トップ相談窓口の設置場所は決まっているのか。決まっていないなら、UIターンなどを支援するNPO法人ふるさと回帰
支援センター内に、ブースを開設することを検討してはどうか。

NPO法人ふるさと回帰支援センターとの連携を強め、本県へ
の移住につなげていきたい。ワンストップ相談窓口については、
いしかわ就職・移住総合サポートセンターに必要な機能を検
討しながら、ふさわしい場所を検討する。

平成26年の被害額は1億4000万円で、5年前の約
1.7倍となっており、イノシシによる農作物被害の急
増が主な要因だ。今年度は被害防止に向け、防護柵の
設置を2倍としたほか、捕獲効率を高めるためにICT
を活用した実証実験を行っている。

議会で質問した当時は、移住相談の対応は十分ではありませ
んでした。しかし、東京・有楽町のNPOふるさと回帰支援セン
ターに相談員を配置するなど、石川へ移住を考える人たちに
暮らしやすさを発信する体制は整いつつあります。

答弁

横
山
隆
也

3
横
山
隆
也

3 私
の
意
見

横
山
隆
也

3
横
山
隆
也

3 私
の
意
見

松林の再生について

「根上方式」で松林を再生
県のさらなる協力を要望

質問

白山市では、松枯れが目立つ白山海岸で松林の保全・再生に取り組んでいる。その際、
松植林の先進地である能美市の「根上方式」を採用した。植栽にあたっては、枯れた松
の根を取り除いて整地する必要があり、相応の費用がかかる。この点について、県とし
てはどのような対応を考えているのか。

指定文化財の修復には所有
者の負担が必要であり、修復
が進まない一因となっている。
そこで、平成28年度から「い
しかわ県民文化振興基金」を
活用し、県内の指定文化財を
修復工房で修復する際に、所
有者負担を軽減する新たな助
成制度を設けた。

白山市の松任海浜公園と手取公園の松林の再生については、地元の方々の
協力を得ながら苗木の植栽を行っているところである。枯れた松の根を取り
除いて整地する場合は、県がその作業を実施したいと考えている。

公園管理は土木部、海岸林の植栽は農林水産部が担当しており、縦割り行政
の弊害があったことは確かです。しかし、地域の住民の方々にとっては関係な
い話であり、昔ながらの松林を再生してほしいという願いの実現に尽力します。

答弁

志賀原発の事故発生に備え、通行車両に放射性物質が付
着していないかを検査する車両専用のゲート型モニター
の配備が急がれるが、今後の対応をうかがう。

国では住民の避難を迅速に行うため、まず避難車両の汚染検査
の実施を求めている。これを受けて県では汚染検査訓練を行い、車両専用のゲート型モニターの導入で汚染検
査の迅速化と効率化が図られることを確認したことから、早期に整備できるよう国に要望したい。

万が一の事態に備えることはとても大切です。原発事故では住民の方の避難が何よりも優先されるべ
きでしょう。迅速な避難を実現するゲート型モニターの導入は、住民の方の安全・安心な生活の実現に欠
かせないものだと思います。

答弁

横
山
隆
也

3
横
山
隆
也

3 私
の意見

ドライブレコーダーの設置
昨年度公用車5台で試用
車両の更新時期に合わせて平成26年度、試行的に5台に設置した。効果や全
国的な導入状況を見極めながら、設置台数を拡大するか対応したい。

小型無人機「ドローン」利用
安全確保に向けた取り組み強化

文化財保存に
積極的な支援を
修復工房の利用で
所有者負担を軽減

赤字運営を理由に平成26年3月に閉館した東京・麹町の
旧紀尾井会館の売却については、民間の不動産仲介業者
に業務を委託することで、複数の法人が現地を確認し、入札に関心を示し
ていた。最終的には東証1部上場の東急建設（東京）が約8億4000万円
で落札し、懸案だった同会館が売却されることになった。

平成26年から赤字運営で
閉鎖の会館を迅速に売却

要配慮者利用施設がある土砂災害警戒区域については99カ所を重点
箇所と位置づけ、平成27年度末までに49カ所の土砂災害対策を終え
ている。残る50カ所は、甚大な被害をもたらすおそれがある15カ所を
優先的に整備しており、平成31年度末までの工事の完了を目指す。

要配慮者利用施設のある警戒区域
土石流対策を平成31年度完了へ

都市公園条例の「迷惑行為
の禁止」により、一定の規
制は行っている。他県の状
況を踏まえながら対応を検
討したい。

企業の本社機能の地
方移転に対する税制優
遇措置である「地方拠
点強化税制」において
は、市町を対象とした
説明会を開催するとと
もに、県と足並みをそ
ろえて固定資産税の優遇措置を設けるよう
働きかけてきた。間もなく19市町で優遇措
置が設置されることから、県と市町が一体と
なって誘致に取り組みたい。

企業の本社機能の地方移転で
県内19市町全てが固定資産税減免

県の交通安全対策について鳥獣被害対策について

県央土木総合事務所を除く
県施設99％が耐震化終える
庁舎や学校などの県有施設で、防災拠点とな
る施設は525棟ある。このうち県央土木総合
事務所を除く全施設で耐震化が完了した。また、
避難所となる54施設のバリアフリー化は、全
施設の入り口にスロープを取り付け、49施設
に多目的トイレを設けた。

地震に備えた県有施設の整備について

人気ゲームアプリが普及
歩きスマホの禁止促す
ポケモンGOに関する交通違反は20件あり、
軽傷事故も1件起きている。また、金沢城公園
や兼六園では歩きスマホをしている人に注意
を呼び掛けた。さらに全公立学校の生徒指導
担当教員を対象にした講習会で、歩きスマホの
禁止を徹底するよう注意喚起した。

ポケモンGOなどの対応について道路開通の実現に向け
国への働きかけを一層強化
本道路の県境部においては、全国でも有数の長大トンネル
建設が想定され、高度な技術を要することから、事業化には
国直轄事業が前提である。石川・岐阜の両県が連携して粘
り強く国に働きかけ、期成同盟会とも力を合わせ実現に向
けて取り組んでいきたい。

小松白川連絡道路について

北朝鮮の
拉致可能性不明者
捜査・調査に全力を
平成28年2月26日付で、新たに1人が
加わった北朝鮮の拉致の可能性を排除
できない石川県関係の行方不明者につ
いて、今後とも家族の気持ちを十分に受
け止め、全容解明に向けて関係機関と連
携し、捜査、調査に全力を挙げていきたい。

北朝鮮による拉致問題について

ドローンの規制と活用について

平成28年9月議会にて平成28年3月議会にて

平成27年9月議会にて 平成27年12月議会にて
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通信

教育
次代を担う子供たちを

育てる。

飛躍
ふるさとの発展へ
情熱を注ぐ。

防災
災害から

人命と財産を守る。

交流
国内外のネットワークを

広げる。

石川県政の発展に尽くす。

謹
啓

　
早
春
の
候
、皆
様
に
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
は
議
員
活
動
に
対
し
、格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
、早
や
２
年
の
月
日
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。心
配

し
て
い
た
首
都
圏
へ
の
ス
ト
ロ
ー
現
象
は
見
ら
れ
ず
、ほ
っ
と
胸
を
な
で
下
ろ

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、石
川
県
の
人
口
は
減
少
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。私
は

人
口
減
少
対
策
の
一つ
が
企
業
誘
致
だ
と
考
え
て
お
り
、県
の
積
極
的
な
誘
致

活
動
に
よ
っ
て
、企
業
の
本
社
移
転
や
支
店
・
営
業
所
の
開
設
が
実
現
し
て
い

る
の
は
心
強
い
限
り
で
す
。ま
た
、地
元
の
白
山
市
で
は
、子
育
て
や
移
住
定
住

の
支
援
策
が
充
実
し
た
こ
と
に
よ
り
、昨
年
に
比
べ
て
人
口
が
わ
ず
か
な
が
ら

も
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、白
山
麓
地
区
に
目
を
向
け
れ
ば
、旧
か
ん
ぽ
の
郷
白
山
尾
口
の
跡
地

で
、金
沢
高
専
１
・
２
年
生
が
学
ぶ
新
校
舎
と
学
生
寮
な
ど
が
設
け
ら
れ
る

「
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
」の
建
設
工
事
が
、平
成
３
０
年
春
の
開
設
に
向
け
て
進
ん

で
い
ま
す
。白
山
市
議
時
代
か
ら
関
わ
っ
て
き
た
一
人
と
し
て
は
、キ
ャ
ン
パ
ス

が
実
現
す
る
こ
と
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
、奈
良
時
代
の
僧
・
泰
澄
が
白
山
を
開
い
て
１
３
０
０
年
の
節
目
の

年
で
す
。こ
れ
を
機
に
、地
元
の
私
た
ち
も
白
山
開
山
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
歴

史
や
文
化
を
再
認
識
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。そ
し
て
、全
国
か
ら
一
人

で
も
多
く
の
観
光
客
が
白
山
市
を
訪
れ
、素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
末
筆
と
な
り
ま
す
が
、皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
、心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
、ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　  

   
   
   
   
 

　  
   
  

謹
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平
成
二
十
九
年
三
月
吉
日
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

   
  

横
山
隆
也

2015年4月に石川県議会議員となってから、早いもので2年という月日が経とうとしており、予算委員会での初質問が昔のことのように感じるほ
どです。この2年間、「商業・観光」「防災対策」「自然・環境」「福祉・子育て」など、さまざまな課題について真摯に取り組み、微力ながらも石川県政の
伸展に貢献してまいりました。物事は一朝一夕に成し遂げることはできません。これからも地域全体を大局的な視点で捉え、目の前の課題を一つ一
つクリアしていくことで、しっかりと歩みを進めます。4年間の任期の折り返し地点にさしかかるに当たり、「地域の皆さまのために尽くす」と誓った初
心に立ち返って、これからの2年間も議員活動にまい進していく所存です。

「初心忘るべからず」の言葉を胸に

白山市には石川県の守り神ともいえる霊峰白山があります。しかし
ながら、昨今の自然災害における対応のあり方が問われていると感
じます。白山が今も活火山として位置づけられていることを踏まえ、
噴火予知観測の徹底や避難場所の整備など、登山者や地域住民の
方の防災対策を推進します。また、
生活道路の整備などの交通環境も
整えていきます。

小児科医の不足の解消や小児救急医療体制の拡充に取り組むほか、
障がいのあるひとをはじめとした県民一人ひとりに応じたきめ細か
い施策の充実を図ります。
また、高齢者が住みなれた地域で
暮らし続けるためにコミュニティの
互助の力や行政・医療機関・
施設等の環境整備を
充実します。

新幹線の効果を白山市内全域に波及するための二次交通の整備
や交流人口を増やすため、地域文化の特色を生かしたイベントや
お祭りへの取り組みを支援します。魅力ある商店街をつくるた
め、それぞれの商店街の実情に
即した効果的な活性化対策を
官民一体となりサポートします。

白山ブランドの発信

農業を支える多様な担い手の育成により耕作放棄地の解消を図
り、農村環境基盤の整備保全を行います。また、森林の公益的機能
（地球温暖化の防止、自然環境の保全、水源のかん養、土砂の崩壊
防止等）を十分に発揮させるために必要な施策を推進します。さら
に、水産資源を育成するため
河川等の整備を推し進めます。

地域の発展を支える産業として平成28年9月 定例会一般質問

横山隆也事務所 〒920-2373 石川県白山市河合町甲21番地

http://www.yokoyamatakaya.com/ 公式ホームページ

発行所

Facebook
やってます!

4つの重点施策～地域に尽くす政治～

ご
あ
い
さ
つ

vol.2

【縦横無尽】
じゅうおう‐むじん

何事にもとらわれず、あらゆる方面で
物事を思う存分にすること。また、そのさま。

その他の活動写真は「横山たかや事務所Facebook」でもご覧いただけます！
https://www.facebook.com/yokoyama.takaya.office/ 右のQRコードからもアクセスできますいつでも、どこでも。足を運んで確かめ、交流します。

一つ一つの課題を着実に、折り返し地点に気を引き締め。

子供たちは“地域の宝”です。その健やかな成長を
見守るのは大人たちの義務だと言えます。子供た
ちの未来には無限の可能性が広がっています。
ハード、ソフトの両面からサポートし、地域がともに
考え、ともに支え、ともに育てることで、一人一人の
夢をかなえましょう。

2016年4月5日から5日間、ロシア・イルクーツ
クを訪問。州議会やイルクーツク市、シェレホフ市
などを訪れ、盛大に歓迎を受けました。セルゲイ・
レフチェンコ州知事との懇談では、「バイカルアザ
ラシを提供したい」との言葉を州知事から引き出
し、大きな成果を上げました。

石川県や白山市にとって、国内外の交流の
輪を広げることはとても大切です。その積
み重ねが大きなネットワークを生みます。

地域経済の振興、人口の減少、高齢化の進展など、ふるさとが抱えている問題は山積しています。このよう
な課題を真摯に受け止め、解消に向けて取り組んでいくことでしか、明るい未来は見えてきません。10年
後、20年後のふるさとを飛躍させるために、今を大事にして活動を進めていきたいと考えています。

白山市は、背後に雄大な霊峰白山を望む自然に恵まれた地域であり、その美しさには心を奪われるほどです。一方、
時に自然は人間にとって脅威となります。土砂災害もその一つであり、対策には万全を期す必要があります。石川県
議会砂防事業促進研究会では、実際の被害状況を視察し、災害を未然に防ぐことの大切さを再認識しています。

平成27年9月16日北國新聞

さまざまなところに
出向いていろんな方と
出会いました！

MAP

●江津集会所
●めおと岩温泉
至手取川ダム・白峰

至セイモア
スキー場

至鳥越・小松

至白山市街

●うらた医院

●白山神社

★★●河内駐在所

●
●

白山市河内市民
サービスセンター

河内郵便局

白山ろくテーマパーク●

手取川
第3ダム

手取川

横山隆也事務所

2017年4月3日より「横山隆也事務所」が開設されます

AM10:00～PM4:00（土日祝はお休みです）

地域防災対策について

子育て支援策・福祉体制の充実

TEL.076-254-2820  FAX.076-254-2821

平成28年9月22日北國新聞

平成28年3月9日北國新聞


